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研究計画内容 【研究背景】  

近年、物価上昇の影響により、多くの商品で価格の引き上げが見られる一方、価格を据

え置いたまま内容量を減らす「実質的な値上げ（ステルス値上げ）」を行う事例が増加し

ている。このような手法は「シュリンクフレーション」とも呼ばれ、消費者が値上げを直

接的に認識しにくい点に特徴がある。アメリカでは Lee (2024) により、製品サイズ縮小

に対する消費者の反応が実証的に分析され、内容量変化を認知した場合に購買意欲が大き

く低下することが示されている。こうしたステルス値上げに対して情報開示の義務化や規

制の動きも見られ、価格表示の透明性を高める取り組みが進められている。一方で日本で

は、実際の価格変化を消費者がどのように知覚しているかが重要な政策・経営上の課題と

なっている（渡辺，2024）。企業の裁量に委ねられる部分が大きく、消費者が正確な価格

変化を把握しづらい現状がある。そのため、近年ではシュリンクフレーションに対する「透

明性の欠如」への懸念が高まり、消費者の信頼や購買行動への影響が注目されている。そ

こで、単なる値上げとステルス値上げでは消費者行動に違いが生じるのかという疑問を

持ったため研究することに至った。 

【研究内容】  

本研究では、甲南大学生を対象にアンケート調査を実施し、日常の買い物において「値

上げ」に対する意識や不快感の有無を明らかにする。同時に、「ステルス値上げ」につい

て、消費者がどの程度気づき、どのような感情を抱くのかを、通常の値上げと比較して分

析する。これらのアンケート結果をもとに、消費者の反応や判断の特徴を行動経済学的な

視点から考察することを目的とする。 

【期待される効果】  

これらの価格戦略によって消費者の購買意欲や企業信頼に変化が生じるのかを探る。こ

れにより、得られた結果は、企業にとっては持続可能かつ誠実な価格戦略の構築、消費者

にとってはより賢い購買判断を可能にする情報環境の整備に資することが期待される。 
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